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障
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がい者
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等
とう

の生活
せいかつ

と福祉
ふ く し

実態
じったい

調査
ちょうさ

 

報告書
ほうこくしょ

 

（概要版
がいようばん
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令
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和
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８年
ねん

３月
がつ

 

 

  三鷹市
み た か し

 

 

この冊子
さ っ し

には、目
め

の不自由
ふ じ ゆ う

な方
かた

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

を目的
もくてき

に音声
おんせい

コードを貼付
ちょうふ

しています。 

専用
せんよう

の読
よ

み上
あ

げ装置
そ う ち

やスマートフォンアプリ等
とう

で読
よ

み取
と

ると記録
き ろ く

されている情報
じょうほう

を

音声
おんせい

で聞
き

くことができます。 

また、図表
ずひょう

など音声
おんせい

では表 現
ひょうげん

しにくい箇所
か し ょ

につきましては、読
よ

み上
あ

げた内容
ないよう

が煩雑
はんざつ

になり、かえって分
わ

かりにくいことや、文字数
も じ す う

に制約
せいやく

がある（800字
じ

程度
て い ど

）こと等
とう

から、

音声
おんせい

コードを省 略
しょうりゃく

しています。 

ご質問
しつもん

や、ご不明
ふ め い

な点
てん

がありましたら、三鷹市
み た か し

 健康
けんこう

福祉部
ふ く し ぶ

 障
しょう

がい者
しゃ

支援課
し え ん か

 

電話
で ん わ

 0422‐29‐9232までお問
と

い合
あ

わせください。  
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調査
ちょうさ

の概要
がいよう

 

1 

調査
ちょうさ

の概要
がいよう

 

本調査
ほんちょうさ

は、令
れい

和
わ

９年
ねん

度
ど

から11年度
ね ん ど

までの３年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
き か ん

とした「第四期
だいよんき

三鷹市
み た か し

 

障
しょう

がい者
しゃ

（児
じ

）計画
けいかく

」の策定
さくてい

に向けて、市民
し み ん

の福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

実態
じったい

や福祉
ふ く し

に関
かん

する意識
い し き

、意向
い こ う

などを把握
は あ く

し、計画
けいかく

の基礎
き そ

資料
しりょう

とすることを目的
もくてき

に実施
じ っ し

しました。 

調査
ちょうさ

種別
しゅべつ

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

 入 院 中
にゅういんちゅう

精神
せいしん

 

障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

 

調査
ちょうさ

 

医療的
いりょうてき

ケア 

児
じ

・者
しゃ

調査
ちょうさ

 

高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

 

調査
ちょうさ

 

調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

 

市内
し な い

在 住
ざいじゅう

の 18

歳
さい

以上
いじょう

65歳
さい

未満
み ま ん

の 

 身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

、愛
あい

の手帳
てちょう

、

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

（手
て

帳
ちょう

の

種
しゅ

類
るい

ごとに1/2

無作為
む さ く い

抽 出
ちゅうしゅつ

） 

 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

（精
せい

神
しん

通
つう

院
いん

）受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

（手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

を除
のぞ

き1/2

無
む

作
さく

為
い

抽
ちゅう

出
しゅつ

） 

 難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

（ 1/2 無
む

作
さく

為
い

抽
ちゅう

出
しゅつ

） 

市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の 18

歳
さい

未
み

満
まん

の 

 身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

、 愛
あい

の 手
て

帳
ちょう

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

 

 自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

（精
せい

神
しん

通
つう

院
いん

）受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

（手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

を除
のぞ

く） 

 難
なん

病
びょう

医
い

療
りょう

費
ひ

助
じょ

成
せい

受
じゅ

給
きゅう

者
しゃ

 

医
い

療
りょう

機
き

関
かん

にに １

年
ねん

以
い

上
じょう

入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

にの精
せい

神
しん

障
しょう

にが

い者
しゃ

 

障
しょう

がい者
しゃ

施
し

設
せつ

に 入
にゅう

所
しょ

中
ちゅう

の

障
しょう

がい者
しゃ

 

市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の医
い

療
りょう

的
てき

ケアを必
ひつ

要
よう

としている

障
しょう

がい児
じ

・者
しゃ

 

市
し

内
ない

在
ざい

住
じゅう

の 65

歳
さい

以
い

上
じょう

の 

 身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

のう

ち視
し

覚
かく

障
しょう

がい

及
およ

び 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がい１・２級
きゅう

の

者
もの

（64歳
さい

以
い

前
ぜん

に

当該
とうがい

手
て

帳
ちょう

を取
しゅ

得
とく

した者
もの

） 

 愛
あい

の手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

（64歳
さい

以
い

前
ぜん

に

当該
とうがい

手
て

帳
ちょう

を取
しゅ

得
とく

した者
もの

） 

 精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

手
て

帳
ちょう

所
しょ

持
じ

者
しゃ

（64歳
さい

以
い

前
ぜん

に当該
とうがい

手
て

帳
ちょう

を

取
しゅ

得
とく

した者
もの

で、

1/2 無
む

作
さく

為
い

抽
ちゅう

出
しゅつ

） 

調査
ちょうさ

方法
ほうほう

 

郵
ゆう

送
そう

配
はい

布
ふ

 

郵
ゆう

送
そう

回
かい

答
とう

 

Ｗｅｂ回
かい

答
とう

 

郵
ゆう

送
そう

配
はい

布
ふ

 

郵
ゆう

送
そう

回
かい

答
とう

 

郵
ゆう

送
そう

配
はい

布
ふ

 

郵
ゆう

送
そう

回
かい

答
とう

 

Ｗｅｂ回
かい

答
とう

 

郵
ゆう

送
そう

配
はい

布
ふ

 

郵
ゆう

送
そう

回
かい

答
とう

 

調査
ちょうさ

期間
き か ん

 
令
れい

和
わ

７年
ねん

９月
がつ

８日
にち

～令
れい

和
わ

７年
ねん

９月
がつ

30日
にち

 約
やく

３ 週
しゅう

間
かん

 

（令
れい

和
わ

７年
ねん

９月
がつ

30日
にち

お礼
れい

状
じょう

兼
けん

依頼
い ら い

状
じょう

送
そう

付
ふ

にて10月
がつ

15日
にち

まで約
やく

２ 週
しゅう

間
かん

、回
かい

答
とう

期
き

間
かん

延
えん

長
ちょう

） 

配布数
はいふすう

 2,485件
けん

 404件
けん

 143件
けん

 130件
けん

 48件
けん

 202件
けん

 

回答数
かいとうすう

 1,327件
けん

 238件
けん

 60件
けん

 100件
けん

 39件
けん

 96件
けん

 

回答率
かいとうりつ

 53.4％ 58.9％ 42.0％ 76.9％ 81.3％ 47.5％ 
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Ａ 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

１．障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

時
じ

の困
こま

りごとについて 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、困
こま

っていること 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、「困
こま

っていることは特
とく

にない」が約
やく

５割
わり

となってい

ます。また、「どのようなサービスが利用
り よ う

できるのかわからない」は３割
わり

弱
じゃく

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

  

26.7

10.6

8.9

6.4

6.0

4.7

3.6

3.4

2.4

49.1

19.4

10.8

5.9

7.6

5.6

3.1

4.1

4.3

3.0

43.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どのようなサービスが利用できるのかわからない

どの事業者がよいのかわからない

利用方法・契約方法がわからない

利用したいサービスを希望する日や時間に使えない

利用資格や条件（認定など）が合わない

サービスの利用にかかる自己負担が大きい

利用したい事業所に空きがない

利用したいサービスが市内で利用できない

利用しているサービスに不満がある

困っていることは特にない

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）



A 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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２．就労
しゅうろう

について 

仕事
し ご と

につくことを希望
き ぼ う

しているか（現在
げんざい

働
はたら

いていない人
ひと

）（手帳
てちょう

の種類
しゅるい

別
べつ

） 

「精神障
せいしんしょう

がい」の手帳
てちょう

保持者
ほ じ し ゃ

の場合
ば あ い

、仕事
し ご と

につくことを希望
き ぼ う

している割合
わりあい

が高
たか

くなっています。 

 
 

障
しょう

がいのある人
ひと

が働
はたら

くために必要
ひつよう

だと思
おも

うこと 

障
しょう

がいのある人
ひと

が働
はたら

くために、「多様
たよう

な働
はたら

き方
かた

（短時間
たんじかん

就労
しゅうろう

など）が広
ひろ

がること」「雇
やと

う側
がわ

の理解
りかい

が

進
すす

み、障
しょう

がいのある人
ひと

を積極的
せっきょくてき

に雇
やと

うようになること」が必要
ひつよう

であると思
おも

う人
ひと

が約
やく

５割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

13.0

12.9

23.6

17.6

19.9

16.1

32.3

29.4

65.2

66.1

42.9

52.9

1.9

4.8

1.2

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

身体障がい

知的障がい

精神障がい

難病

就労を希望していて、仕事を探したり、開業の準備をしている 就労を希望しているが、特に情報を収集したりはしていない

就労は希望していない 無回答

52.3

51.2

46.2

41.5

41.4

35.9

35.2

33.0

28.0

27.9

51.4

50.7

39.9

40.4

37.5

31.7

36.0

33.0

28.0

24.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

多様な働き方（短時間就労など）が広がること

雇う側の理解が進み、障がいのある人を

積極的に雇うようになること

仕事を探すための手助けなどの支援が充実すること

職場の人の手助けが得られること

障がいのある人でも過ごしやすい職場環境

（バリアフリーなど）であること

就労に向けての訓練や研修の機会が充実すること

一般就労（一般の企業などでの就労）の枠が広がること

市役所など公共的な機関が、障がいのある人を

積極的に雇うようになること

ジョブコーチなど、就職した後の支援が充実すること

福祉的就労（作業所などでの障がい者向けの就労）の場を

充実させること

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）



A 障
しょう

がい者
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３．外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごとについて 

外出
がいしゅつ

時
じ

などに困
こま

っていること 

外出
がいしゅつ

時
じ

などに困
こま

っていることについて前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から 概
おおむ

ねそれぞれの割合
わりあい

に変化
へ ん か

はなく、「歩道
ほ ど う

が狭
せま

い、道路
ど う ろ

に段差
だ ん さ

が多
おお

い」が２割 弱
わりじゃく

となっています。また、「特
とく

に困
こま

っていることはない」人
ひと

が

約
やく

４割
わり

となっています。 

 
※「その他

た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

  

17.0

16.9

13.3

10.3

8.7

8.3

7.7

7.5

6.6

6.0

4.9

4.7

2.1

42.3

16.4

15.9

13.0

9.1

10.4

6.0

4.9

7.6

7.2

5.5

4.4

5.6

1.2

40.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

歩道が狭い、道路に段差が多い

他人との会話が難しい

まわりの人が障がいに気づきにくく、

手助けを求めることが難しい

電車やバスなどの交通機関が利用しづらい

（路線図などがわからないなど）

建物などに階段が多く、利用しにくい

気軽に利用できる移送手段

（ハンディキャブ、福祉タクシー等）が少ない

身近に付き添ってくれる人

（家族、ボランティア等）がいない

障がい者が利用できるトイレが少ない

（トイレを見つけることが難しい）

道路に放置自転車などの障害物が多く、

歩きにくい（車いすで通りにくい）

目的地への経路（道順）が覚えられない

障がいのサービスによる支援が受けられない

障がい者用駐車場が少ない

特に手助けを求めているわけではない時にも、

声をかけられてしまう

特に困っていることはない

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）



A 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

5 

４．将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

について 

今後
こ ん ご

、希望
き ぼ う

する暮
く

らし 

今後
こ ん ご

、希望
き ぼ う

する暮
く

らしについて前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から概
おおむ

ねそれぞれの割
わり

合
あい

に変
へん

化
か

はなく、「家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に

暮
く

らしたい」が約
やく

５割
わり

となっています。 

 
 

５．相談
そうだん

の困
こま

りごとについて 

相談
そうだん

について困
こま

ること 

相談
そうだん

で困
こま

ることについて「どこ（誰
だれ

）に相談
そうだん

したらよいのかわからない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し

約
やく

３割
わり

となっています。また、「特
とく

に困
こま

ることはない」人
ひと

が約
やく

４割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

48.2

49.2

5.5

7.0

2.8

3.7

10.8

10.5

20.4

17.9

6.4

5.5

5.9

6.1

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

家族と一緒に

暮らしたい

グループホームなどで

暮らしたい

障がいのある人が入所する

施設などで暮らしたい

家庭をつくって

暮らしたい

27.7

20.0

14.1

11.7

40.1

18.2

22.6

13.0

8.8

38.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

どこ（誰）に相談したらよいのかわからない

相談しても満足のいく回答が得られない

夜間や休日などに相談するところがない

プライバシー保護に不安がある

特に困ることはない

令和７年度（n=1,327）



A 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

6 

６．差別
さ べ つ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

のことについて 

この１年
ねん

の間
あいだ

に、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことがあったか 

１年
ねん

の間
あいだ

に障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことが「特
とく

に無
な

かった」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に

増加
ぞ う か

し８割弱
わりじゃく

となっています。 

 

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の『名前
な ま え

は知
し

っている』人
ひと

について前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し約
やく

７割
わり

となっています。 

 

  

5.0

10.8

13.6

21.5

76.7

59.4

4.7

8.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

差別をうけたことがよくあった 差別をうけたことが少しあった 特になかった 無回答 .

38.1

38.0

31.6

25.6

27.3

30.5

3.0

6.0

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）

制度の名前も内容も知っていた 制度の名前を聞いたことはあるが、

内容は知らなかった

まったく知らなかった 無回答 .
『名前は知っている』

69.7％



A 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

7 

７．災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

の困
こま

りごとなどについて 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で、困
こま

っていること 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で困
こま

っていることについて前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から概
おおむ

ねそれぞれの割
わり

合
あい

に変
へん

化
か

はな

く、「備
び

蓄
ちく

を保
ほ

管
かん

するスペースがない」は３割弱
わりじゃく

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

26.5

21.5

20.3

18.3

17.5

15.9

13.6

13.2

13.0

24.8

24.9

20.0

21.5

17.1

18.2

15.1

14.6

13.1

13.4

20.3

0% 10% 20% 30%

備蓄を保管するスペースがない

何を備蓄すればいいのかわからない

備蓄を用意する経済的な余裕がない

備蓄品の使用期限を管理できない

非常時に医療的ケアが受けられる環境がない

非常時に利用できる情報入手手段・連絡手段が限られている

避難ルートが適切なのかわからない

避難時における介助・支援者がいない

一時避難場所や避難所の位置がわからない

特に困っていることはない

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）



A 障
しょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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８．重点
じゅうてん

取組
とりくみ

の要
よう

望
ぼう

について 

三鷹市
み た か し

に重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めてほしいこと 

今後
こ ん ご

、三鷹市
み た か し

に重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めてほしい取
と

り組
く

みについて全体的
ぜんたいてき

に前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から減少
げんしょう

傾向
けいこう

となっ

ており「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、お互
たが

いに理
り

解
かい

しあって協
きょう

力
りょく

していくこと」が５割弱
わりじゃく

とな

る一方
いっぽう

、「市
し

のＷｅｂサイトの情 報
じょうほう

を充 実
じゅうじつ

させること」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し２割
わり

を超
こ

えています。 

 
※「その他

た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

46.9

46.0

41.4

40.2

39.3

38.9

32.0

29.6

29.4

29.2

23.7

23.7

22.1

21.7

20.9

20.0

17.8

15.7

14.8

10.8

49.2

43.6

45.5

39.9

39.8

43.2

32.1

27.6

32.6

32.0

20.3

26.0

21.7

23.7

21.9

20.0

21.0

16.5

16.2

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障がいのある人もない人も、

お互いに理解しあって協力していくこと

障がい者が高齢になって介護が必要になった時に

生活できる場所を確保すること

障がいのある人への差別や偏見をなくすこと

障がいのある人への相談窓口を充実させること

障がいのある人が、企業などで働けるように支援すること

障がいのある人が安心して医療を受けられるようにすること

地震や台風などの災害時の情報提供や安全対策を充実すること

自立して暮らせるように、グループホームや

ひとり暮らしを体験できる場があること

グループホームやアパートなどで

自立して暮らせるようにすること

道路や公共施設などを障がいのある人にも使いやすくすること

市のＷｅｂサイトの情報を充実させること

バスや鉄道などの交通機関をバリアフリーにすること

ホームヘルプサービスを充実させること

通所施設やデイケア施設を充実させること

一人ひとりの個性を生かした保育や教育を進めること

日中一時支援や移動支援を充実させること

スポーツ、レクリエーション、

文化活動に参加しやすくすること

重度の障がいがあっても、地域の中で通える場所

（日中活動の場）を確保すること

重度の人のための入所施設や短期入所を整備すること

手話、要約筆記、点字など

コミュニケーションの支援を充実すること

令和７年度（n=1,327）

令和４年度（n=837）



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ
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Ｂ 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

 

１．障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

時
じ

の困
こま

りごとについて 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、困
こま

っていること 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、困
こま

っていることについて、「利用
り よ う

したい事業所
じぎょうしょ

に空
あ

きがない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し３割
わり

を超
こ

えています。また、「利用
り よ う

したいサービスが市内
し な い

で利用
り よ う

で

きない」も増加
ぞ う か

し１割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

  

32.8

30.3

26.1

25.6

15.1

14.3

11.8

8.0

4.2

21.0

26.8

27.4

34.7

28.9

8.9

10.5

10.5

13.7

2.1

22.6

0% 10% 20% 30% 40%

利用したい事業所に空きがない

利用したいサービスを希望する日や時間に使えない

どのようなサービスが利用できるのかわからない

どの事業者がよいのかわからない

利用したいサービスが市内で利用できない

サービスの利用にかかる自己負担が大きい

利用資格や条件（認定など）が合わない

利用方法・契約方法がわからない

利用しているサービスに不満がある

困っていることは特にない

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ

 

10 

２．放
ほう

課
か

後
ご

の過
す

ごし方
かた

について 

放課後
ほ う か ご

などの過
す

ごし方
かた

 

放課後
ほ う か ご

などの過
す

ごし方
かた

について「障
しょう

がい福祉
ふ く し

施設
し せ つ

（放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス、日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

施設
し せ つ

）

に通
かよ

う」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し約
やく

４割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

３．卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

について 

卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

についての考
かんが

え 

卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

について「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

へ進学
しんがく

させたい」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

からほとんど変化
へ ん か

はなく２割
わり

を超
こ

える一方
いっぽう

、「公立
こうりつ

・私立
し り つ

学校
がっこう

へ進学
しんがく

させたい」が減少
げんしょう

し約
やく

２割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

39.9

33.2

7.6

1.3

0.0

31.1

40.5

6.8

6.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障がい福祉施設（放課後等デイサービス、

日中一時支援施設）に通う

外出はあまりせずに自宅にいる

保護者と一緒に出かける

学童保育に通う

ヘルパーと一緒に出かける

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

22.7

18.9

16.4

9.2

5.5

2.9

1.3

18.5

22.1

26.8

10.0

6.3

6.3

5.3

0.5

15.8

0% 10% 20% 30%

特別支援学校へ進学させたい

公立・私立学校へ進学させたい

作業所などの福祉施設に通わせたい

障がいがある人が多く働いている会社に勤めさせたい

一般の会社に就職させたい

専門学校や職業訓練校など、教育訓練機関に通わせたい

自宅でできる仕事をさせたい

わからない、まだ決めていない

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ
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４．相談
そうだん

の困
こま

りごとについて 

主
おも

にケアしている人
ひと

が、相談
そうだん

について困
こま

ること 

相談
そうだん

で困
こま

ることについて「相談
そうだん

しても満足
まんぞく

のいく回答
かいとう

が得
え

られない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し約
やく

４

割
わり

となっています。また、「どこ（誰
だれ

）に相談
そうだん

したらよいのかわからない」も増加
ぞ う か

し３割
わり

を超
こ

えてい

ます。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

５．差別
さ べ つ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

のことについて 

この１年
ねん

の間
あいだ

に、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことがあるか 

１年
ねん

の間
あいだ

に障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことが「特
とく

に無
な

かった」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し

７割弱
わりじゃく

となっています。 

 
  

38.2

35.7

7.1

4.2

30.3

30.5

28.9

12.6

4.7

28.9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

相談しても満足のいく回答が得られない

どこ（誰）に相談したらよいのかわからない

夜間や休日などに相談するところがない

プライバシー保護に不安がある

特に困ることはない

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

6.3

9.5

25.2

24.7

66.8

63.2

1.7

2.6

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

差別をうけたことがよくあった 差別をうけたことが少しあった 特になかった 無回答 .



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ
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成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の『名前
な ま え

は知
し

っている』人
ひと

について前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より微減
び げ ん

し約
やく

９割
わり

となっています。 

 

 

６．災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

の困
こま

りごとなどについて 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で、困
こま

っていること 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で困
こま

っていることについて「避難
ひ な ん

時
じ

における介助
かいじょ

・支援者
しえんしゃ

がいない」が大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し約
やく

３割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

53.8

51.6

34.0

37.9

10.9

8.9

1.3

1.6

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

制度の名前も内容も

知っていた

制度の名前を聞いたことはあるが、

内容は知らなかった

まったく知らなかった 無回答 .
『名前は知っている』

87.8％

31.5

29.0

21.0

19.3

18.1

14.7

14.7

9.2

6.7

15.5

20.0

32.6

18.4

16.8

19.5

13.2

12.1

5.3

4.7

18.9

0% 10% 20% 30% 40%

避難時における介助・支援者がいない

備蓄を保管するスペースがない

非常時に利用できる情報入手手段・

連絡手段が限られている

備蓄品の使用期限を管理できない

何を備蓄すればいいのかわからない

備蓄を用意する経済的な余裕がない

避難ルートが適切なのかわからない

非常時に医療的ケアが受けられる環境がない

一時避難場所や避難所の位置がわからない

特に困っていることはない

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ
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７．主
おも

にケアをしている方
かた

の状 況
じょうきょう

について 

現在
げんざい

の健康
けんこう

状態
じょうたい

 

健康
けんこう

状態
じょうたい

について「よい」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から増加
ぞ う か

し２割
わり

を超
こ

え、「まあよい」人も増加
ぞ う か

し約
やく

２割
わり

となっています。 

 
 

子
こ

どものケアで精神的
せいしんてき

にまいってしまっている人
ひと

 

子
こ

どものケアで、精神的
せいしんてき

にまいってしまうに「非常
ひじょう

にあてはまる」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より微減
び げ ん

し約
やく

２

割
わり

となっています。 

 

  

23.5

20.0

18.1

11.1

36.6

45.8

16.8

18.4

4.2

2.6

0.8

2.1

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答 .

18.9

21.1

39.9

40.0

24.8

21.6

14.7

13.7

1.7

3.7

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）

非常にあてはまる 少しあてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない 無回答



B 障
しょう

がい児
じ

調査
ちょうさ
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８．重点
じゅうてん

取組
とりくみ

の要
よう

望
ぼう

について 

三鷹市
み た か し

に重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めてほしいこと 

今後
こ ん ご

、三鷹市
み た か し

に重点的
じゅうてんてき

に進
すす

めてほしい取
と

り組
く

みについて全体的
ぜんたいてき

に前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から増加
ぞ う か

傾向
けいこう

となって

おり「障
しょう

がいのある人
ひと

もない人
ひと

も、お互
たが

いに理解
り か い

しあって協 力
きょうりょく

していくこと」が６割
わり

を超
こ

えており、

「日中
にっちゅう

一時
い ち じ

支援
し え ん

や移動
い ど う

支援
し え ん

を充実
じゅうじつ

させること」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し約
やく

５割
わり

となっています。 

 
※「その他

た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

64.3

57.6

56.3

54.6

54.2

53.4

52.5

49.2

48.3

40.3

37.4

31.5

26.9

24.8

23.9

23.9

20.6

18.1

16.0

13.0

64.2

53.2

56.8

44.7

50.0

47.4

51.6

36.8

42.6

36.8

39.5

32.1

21.6

22.1

20.0

23.2

17.9

17.9

17.4

11.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障がいのある人もない人も、

お互いに理解しあって協力していくこと

障がいのある人が、企業などで働けるように支援する

こと

障がいのある人への差別や偏見をなくすこと

通所施設やデイケア施設を充実させること

自立して暮らせるように、グループホームや

ひとり暮らしを体験できる場があること

グループホームやアパートなどで

自立して暮らせるようにすること

一人ひとりの個性を生かした保育や教育をすすめるこ

と

日中一時支援や移動支援を充実させること

放課後の活動場所を確保すること

障がいのある人が安心して医療を受けられるようにす

ること

障がいのある人への相談窓口を充実させること

スポーツ、レクリエーション、

文化活動に参加しやすくすること

地震や台風などの災害時の

情報提供や安全対策を充実すること

重度の障がいがあっても、地域の中で通える場所

（日中活動の場）を確保すること

重度の人のための入所施設や短期入所を整備すること

道路や公共施設などを障がいのある人にも

使いやすくすること

ホームヘルプサービスを充実させること

市のＷｅｂサイトの情報を充実させること

バスや鉄道などの交通機関をバリアフリーにすること

手話、要約筆記、点字など

コミュニケーションの支援を充実すること

令和７年度（n=238）

令和４年度（n=190）



C 入院
にゅういん

中精神障
ちゅうせいしんしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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Ｃ 入 院
にゅういん

中 精 神 障
ちゅうせいしんしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

１．退院
たいいん

・将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

について 

退院
たいいん

についての考
かんが

え 

退院
たいいん

について「できるだけ早
はや

く退院
たいいん

したい」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に減少
げんしょう

し３割弱
わりじゃく

となってお

り、「条件
じょうけん

が整
ととの

えば退院
たいいん

したい」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し２割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

退院
たいいん

を希望
き ぼ う

する人
ひと

の退院
たいいん

後
ご

に暮
く

らしたいところ 

退院
たいいん

を希望
き ぼ う

する人
ひと

の退院後
たいいんご

の暮
く

らしについて「自宅
じ た く

で家族
か ぞ く

と同居
どうきょ

したい」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し４割
わり

を超
こ

える一方
いっぽう

、「自宅
じ た く

でひとり暮
ぐ

らしをしたい」人
ひと

が大幅
おおはば

に減少
げんしょう

しています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

 

  

26.7

25.0

15.0

11.7

10.0

39.2

20.3

11.4

3.8

16.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

できるだけ早く退院したい

条件が整えば退院したい

退院できる状況ではない

退院したくない、もうしばらく入院していたい

わからない

令和７年度（n=60）

令和４年度（n=79）

45.2

12.9

25.8

0.0

9.7

0.0

36.2

34.0

23.4

6.4

2.1

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅で家族と同居したい

自宅でひとり暮らしをしたい

身のまわりのことを援助する世話人がいる

グループホームで暮らしたい

障がい者入所施設で暮らしたい

高齢者向けの施設で暮らしたい

わからない

令和７年度（n=31）

令和４年度（n=47）



C 入院
にゅういん

中精神障
ちゅうせいしんしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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退院
たいいん

を希望
き ぼ う

する人
ひと

の退院
たいいん

する場合
ば あ い

に心配
しんぱい

なこと 

退院
たいいん

を希望
き ぼ う

する人
ひと

の退院
たいいん

する場合
ば あ い

の心配
しんぱい

ごとについて「住
す

む場所
ば し ょ

のこと」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に

増加
ぞ う か

し４割
わり

を超
こ

える一方
いっぽう

、「現在
げんざい

の病気
びょうき

のこと（病 状
びょうじょう

、服薬
ふくやく

、病院
びょういん

のことなど）」が大幅
おおはば

に減少
げんしょう

し約
やく

４割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

 

 

45.2

41.9

32.3

22.6

22.6

19.4

16.1

12.9

9.7

9.7

0.0

22.6

23.4

57.4

19.1

19.1

19.1

21.3

19.1

14.9

4.3

8.5

0.0

12.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住む場所のこと

現在の病気のこと（病状、服薬、病院のことなど）

生活するための資金

現在の病気以外の健康に関すること

人間関係（家族、友人、隣人など）

家事のこと

金銭管理に関すること

日中の過ごし方

契約など手続きに関すること

仕事に関すること（就職、復職）

学校のこと（進学、復学）

特に心配ごとはない

令和７年度（n=31）

令和４年度（n=47）



D 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

調査
ちょうさ
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Ｄ 施設
し せ つ

入所者
にゅうしょしゃ

調査
ちょうさ

 

１．将来
しょうらい

の希望
き ぼ う

について 

将来
しょうらい

どのような生活
せいかつ

をしたいか 

将来
らい

の生活
せいかつ

について「現在
げんざい

の施設
し せ つ

で、今
いま

までと同
おな

じように暮
く

らしたい」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より微増
び ぞ う

し

６割
わり

を超
こ

えています。 

 

 

今
いま

の施設
し せ つ

での生活
せいかつ

を続
つづ

けたいと思
おも

う理由
り ゆ う

（抜粋
ばっすい

） 

将来
しょうらい

も今
いま

の施設
し せ つ

で生活
せいかつ

を続
つづ

けたいと思
おも

う人
ひと

の理由
り ゆ う

について「施設
し せ つ

にいたほうが安心
あんしん

できるから」

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

からほとんど変化
へ ん か

はなく８割弱
わりじゃく

となっています。 

 

 

66.0

5.0

3.0

1.0

1.0

0.0

15.0

63.5

6.3

4.2

1.0

0.0

3.1

17.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

現在の施設で、今までと同じように暮らしたい

施設を退所して、グループホームなどで

仲間たちと暮らしたい

施設を退所して、家族と一緒に暮らしたい

施設を退所して、ひとり暮らしをしたい

高齢者の入所施設（特別養護老人ホームなど）

に移って暮らしたい

家族が住む近くの施設に移って暮らしたい

わからない

令和７年度（n=100）

令和４年度（n=96）

77.3

54.5

47.0

45.5

39.4

77.0

49.2

36.1

49.2

31.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

施設にいたほうが安心できるから

家族の受け入れ態勢が整っていないから

施設職員や他の入所者との関係がよいから

施設の生活が自分に合っているから

健康面などで不安があるから

令和７年度（n=66）

令和４年度（n=61）



D 施設
し せ つ

入所
にゅうしょ

者
しゃ

調査
ちょうさ
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２．地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくために必要
ひつよう

なことについて 

障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくために必要
ひつよう

だと思
おも

うこと 

障
しょう

がいのある人
ひと

が地域
ち い き

で生活
せいかつ

していくために必要
ひつよう

だと思
おも

うことについて「地域
ち い き

の人
ひと

たちの障
しょう

が

いに対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

める」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に減少
げんしょう

しているものの約
やく

５割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

 

48.0

35.0

27.0

27.0

24.0

24.0

22.0

21.0

21.0

16.0

15.0

12.0

7.0

58.3

40.6

30.2

32.3

29.2

25.0

25.0

28.1

25.0

19.8

16.7

11.5

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域の人たちの障がいに対する理解を深める

日中に活動するためのサービスを充実させる

グループホームなどを増やす

医療体制を充実させる

地域生活に関する相談支援を充実させる

災害が起きた時の支援を充実させる

経済的負担を軽減する

自宅に来てくれる（訪問）サービスを充実させる

障がい者のための住宅を確保する

自立生活のための訓練や体験の機会を増やす

道路・交通・建物のバリアフリー化を進める

就労のための支援を充実させる

特に必要なことはない

令和７年度（n=100）

令和４年度（n=96）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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Ｅ 医療的
いりょうてき

ケア児
じ

・者
しゃ

調査
ちょうさ

 

１．医療的
いりょうてき

ケアを受
う

ける時
とき

の困
こま

りごとについて 

医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていることで、困
こま

っていること 

医療的
いりょうてき

ケアを受
う

けていることで、困
こま

っていることについて「外出
がいしゅつ

がしにくい」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から

減少
げんしょう

しているものの６割
わり

を超
こ

える一方
いっぽう

、「医療的
いりょうてき

ケアに関
かん

する情報
じょうほう

を入手
にゅうしゅ

しにくい」が大幅
おおはば

に

増加
ぞ う か

し２割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

 

  

65.8

60.5

55.3

31.6

23.7

10.5

7.9

2.6

73.3

73.3

56.7

53.3

6.7

10.0

0.0

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出がしにくい

災害時への備えの負担が大きい

医療的ケアを受けるために時間が拘束される

就労しにくい・経済的な自立が難しい

医療的ケアに関する情報を入手しにくい

医療器具等の取り扱いが難しい

相談できる相手がいない

特にない

令和７年度（n=38）

令和４年度（n=31）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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２．障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

時
じ

の困
こま

りごとについて 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、困
こま

っていること 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、困
こま

っていることについて、「利用
り よ う

したいサービスを

希望
き ぼ う

する日
ひ

や時間
じ か ん

に使
つか

えない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より減少
げんしょう

しているものの３割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

33.3

28.2

23.1

17.9

15.4

10.3

10.3

7.7

5.1

12.8

38.7

29.0

25.8

22.6

6.5

6.5

12.9

16.1

9.7

16.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

利用したいサービスを希望する日や時間に使えない

どの事業者がよいのかわからない

どのようなサービスが利用できるのかわからない

利用したい事業所に空きがない

サービスの利用にかかる自己負担が大きい

利用資格や条件（認定など）が合わない

利用したいサービスが市内で利用できない

利用方法・契約方法がわからない

利用しているサービスに不満がある

困っていることは特にない

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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３．放課後
ほ う か ご

の過
す

ごし方
かた

について 

子
こ

どもの放
ほう

課
か

後
ご

などの過
す

ごし方
かた

 

放課後
ほ う か ご

などの過
す

ごし方
かた

について、「外出
がいしゅつ

はあまりせずに自宅
じ た く

にいる」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に

減少
げんしょう

し約
やく

５割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

４．卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

について 

子
こ

どもの卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

についての考
かんが

え 

卒園
そつえん

・卒業後
そつぎょうご

について「わからない、まだ決
き

めていない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より微増
び ぞ う

し約
やく

３割
わり

となって

います。また、「特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

へ進学
しんがく

させたい」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から減少
げんしょう

しているものの約
やく

３割
わり

となっ

ており、「公立
こうりつ

・私立
し り つ

学校
がっこう

へ進学
しんがく

させたい」も微減
び げ ん

しているものの２割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

48.0

8.0

0.0

20.0

8.0

70.0

0.0

0.0

20.0

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

外出はあまりせずに自宅にいる

保護者と一緒に出かける

ヘルパーと一緒に出かける

障がい福祉施設（放課後等デイサービス、

日中一時支援施設）に通う

学童保育に通う

令和７年度（n=25）

令和４年度（n=20）

28.0

24.0

8.0

4.0

0.0

0.0

0.0

32.0

35.0

25.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

30.0

0% 10% 20% 30% 40%

特別支援学校へ進学させたい

公立・私立学校へ進学させたい

作業所などの福祉施設に通わせたい

障がいがある人が多く働いている会社に勤めさせたい

専門学校や職業訓練校など、教育訓練機関に通わせた

い

一般の会社に就職させたい

自宅でできる仕事をさせたい

わからない、まだ決めていない

令和７年度（n=25）

令和４年度（n=20）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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５．相談
そうだん

の困
こま

りごとについて 

相談
そうだん

について困
こま

ること 

相談
そうだん

で困
こま

ることについて「相談
そうだん

しても満足
まんぞく

のいく回答
かいとう

が得
え

られない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し約
やく

３

割
わり

となっており、「どこ（誰
だれ

）に相談
そうだん

したらよいのかわからない」も大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し約
やく

２割
わり

となってい

ます。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

６．差別
さ べ つ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

のことについて 

この１年
ねん

の間
あいだ

に、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことがあるか 

１年
ねん

の間
あいだ

に障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことが「特
とく

に無
な

かった」人
ひと

が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に

増加
ぞ う か

し約
やく

８割
わり

となっています。 

 
  

28.2

20.5

10.3

5.1

5.1

33.3

22.6

9.7

3.2

0.0

0.0

51.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談しても満足のいく回答が得られない

どこ（誰）に相談したらよいのかわからない

夜間や休日などに相談するところがない

相談できる人がいない

プライバシー保護に不安がある

特に困ることはない

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）

0.0

6.5

17.9

32.3

79.5

58.1

2.6

3.2

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）

差別をうけたことがよくあった 差別をうけたことが少しあった 特になかった 無回答 .



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の『名前
な ま え

は知
し

っている』人
ひと

について前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に減少
げんしょう

し約
やく

８割
わり

となってい

ます。 

 
 

７．災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

の困
こま

りごとなどについて 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で、困
こま

っていること 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で困
こま

っていることについて「避難
ひ な ん

時
じ

における介助
かいじょ

・支援者
しえんしゃ

がいない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し５割
わり

を超
こ

える一方
いっぽう

、「非常時
ひじょうじ

に医療的
いりょうてき

ケアが受
う

けられる環境
かんきょう

がない」が減少
げんしょう

し約
やく

４割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

53.8

64.5

25.6

29.0

17.9

6.5

2.6

0.0

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）

制度の名前も内容も

知っていた

制度の名前を聞いたことはあるが、

内容は知らなかった

まったく知らなかった 無回答 .
『名前は知っている』

79.4％

56.4

41.0

23.1

23.1

12.8

10.3

10.3

7.7

5.1

10.3

29.0

48.4

9.7

19.4

32.3

9.7

3.2

12.9

3.2

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難時における介助・支援者がいない

非常時に医療的ケアが受けられる環境がない

避難ルートが適切なのかわからない

非常時に利用できる情報入手手段・連絡手段が限られている

備蓄を保管するスペースがない

備蓄を用意する経済的な余裕がない

一時避難場所や避難所の位置がわからない

何を備蓄すればいいのかわからない

備蓄品の使用期限を管理できない

特に困っていることはない

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ
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８．主
おも

にケアをしている方
かた

の状 況
じょうきょう

について 

主
おも

にケアしている人
ひと

が代
か

わりを依
い

頼
らい

したいと感
かん

じる時
とき

 

代
か

わりを依頼
い ら い

したいと感
かん

じる時
とき

について「休息
きゅうそく

を取
と

りたい時
とき

」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

からほとんど変化
へ ん か

は

なく８割弱
わりじゃく

となっており、「外 出
がいしゅつ

したい時
とき

」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から大幅
おおはば

に減少
げんしょう

しているものの６割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

  

76.9

64.1

53.8

51.3

30.8

5.1

77.4

74.2

51.6

54.8

35.5

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

休息を取りたい時

外出したい時

通院・受診の時

冠婚葬祭の時

兄弟姉妹の行事がある時

特にない

令和７年度（n=39）

令和４年度（n=31）



E 医
い

療
りょう

的
てき

ケア児
じ

・者
しゃ

調
ちょう

査
さ

 

25 

日々
ひ び

の生活
せいかつ

の負担感
ふたんかん

 

日々
ひ び

の生活
せいかつ

の負担感
ふたんかん

について、「急 病
きゅうびょう

や緊急
きんきゅう

の用事
よ う じ

ができた時
とき

に、子
こ

どもの預
あず

け先
さき

がない」が

前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に減
げん

少
しょう

し約
やく

７割
わり

となっている一方
いっぽう

、「子
こ

どもを連
つ

れての外出
がいしゅつ

は困難
こんなん

を極
きわ

める」

が大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し約
やく

５割
わり

となっています。 

 

※「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

 

68.0

48.0

44.0

40.0

32.0

24.0

20.0

16.0

16.0

16.0

4.0

90.0

35.0

60.0

30.0

50.0

15.0

25.0

15.0

10.0

10.0

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

急病や緊急の用事ができた時に、子どもの預け先がない

子どもを連れての外出は困難を極める

家族以外の方に、子どもを預けられるところがない

（学校を除く）

登校や施設・事業所を利用する時に

付き添いが必要である

子どもの支援に関することで、

行政窓口や事業所に足を運ぶことが多い

子どもの支援サービス・制度がよくわからない

子どもが、年齢相応の楽しみや療育を受ける機会がない

子どものそばからひと時も離れられない、

トイレに入るのにも不安がつきまとう

子どものことを理解して

相談に乗ってくれる相手がいない

医療的ケアに必要な費用で家計が圧迫されている

あてはまるものはない

令和７年度（n=25）

令和４年度（n=20）



F 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

26 

 

Ｆ 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ

 

１．障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービス利用
り よ う

時
じ

の困
こま

りごとについて 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

にあたって、感
かん

じている課題
か だ い

 

障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを利用
り よ う

するにあたって、感
かん

じている課題
か だ い

について、「課題
か だ い

は特
とく

に感
かん

じていな

い」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より減 少
げんしょう

し約
やく

２割
わり

となっています。一方
いっぽう

で、「どのようなサービスが利用
り よ う

できるの

かわからない」も減 少
げんしょう

し約
やく

２割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

20.8

17.7

8.3

8.3

8.3

6.3

3.1

2.1

2.1

21.9

26.0

7.3

3.1

4.2

6.3

7.3

6.3

4.2

4.2

26.0

0% 10% 20% 30%

どのようなサービスが利用できるのかわからない

利用方法・契約方法がわからない

利用資格や条件（認定など）が合わない

どの事業者がよいのかわからない

サービスの利用にかかる自己負担が大きい

利用したいサービスを希望する日や時間に使えない

利用したい事業所に空きがない

利用したいサービスが市内で利用できない

利用しているサービスに不満がある

課題は特に感じていない

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）



F 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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２．福祉
ふ く し

サービスの利用
り よ う

について 

65歳
さい

になるまでに、障
しょう

がい福
ふく

祉
し

サービスを利用
り よ う

していたか 

65歳
さい

になるまでに、障
しょう

がい福祉
ふ く し

サービスを「利用
り よ う

していた」人
ひと

は前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し約
やく

５

割
わり

となっています。 

 
 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスを利用
り よ う

しているか 

介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスを「利用
り よ う

している」人
ひと

は前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から減少
げんしょう

し２割
わり

を超
こ

える程
てい

度
ど

となっていま

す。 

 
 

  

47.9

33.3

36.5

47.9

8.3

12.5

7.3

6.3

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）

利用していた 利用していない わからない 無回答 .

25.0

28.1

65.6

55.2

3.1

4.2

6.3

12.5

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）

利用している 利用していない わからない 無回答 .



F 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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３．外出
がいしゅつ

時
じ

の困
こま

りごとについて 

外出
がいしゅつ

時
じ

などに困
こま

っていること 

外出
がいしゅつ

時
じ

などに困
こま

っていることについて「歩道
ほ ど う

が狭
せま

い、道路
ど う ろ

に段差
だ ん さ

が多
おお

い」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より減少
げんしょう

し２割弱
わりじゃく

となっており、「建物
たてもの

などに階段
かいだん

が多
おお

く、利用
り よ う

しにくい」が増加
ぞ う か

し１割
わり

を超
こ

えています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ

く 

 

  

16.7

14.6

13.5

11.5

10.4

10.4

9.4

8.3

8.3

4.2

4.2

2.1

2.1

32.3

26.0

11.5

14.6

10.4

9.4

6.3

12.5

11.5

11.5

0.0

1.0

0.0

3.1

28.1

0% 10% 20% 30% 40%

歩道が狭い、道路に段差が多い

建物などに階段が多く、利用しにくい

電車やバスなどの交通機関が利用しづらい

（路線図などがわからないなど）

他人との会話が難しい

身近に付き添ってくれる人（家族、ボランティア等）がいない

気軽に利用できる移送手段

（ハンディキャブ、福祉タクシー等）が少ない

道路に放置自転車などの障害物が多く、

歩きにくい（車いすで通りにくい）

まわりの人が障がいに気づきにくく、

手助けを求めることが難しい

障がい者が利用できるトイレが少ない

（トイレを見つけることが難しい）

障害福祉サービスなどによる支援が受けられない

目的地への経路（道順）が覚えられない

特に手助けを求めているわけではない時にも、

声をかけられてしまう

障がい者用駐車場が少ない

特に困っていることはない

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）



F 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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４．差別
さ べ つ

や権利
け ん り

擁護
よ う ご

のことについて 

この１年
ねん

の間
あいだ

に、障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことがあるか 

１年
ねん

の 間
あいだ

に障
しょう

がいがあることで差別
さ べ つ

をうけたことが「特
とく

に無
な

かった」人
ひと

が前
ぜん

回
かい

調
ちょう

査
さ

より増
ぞう

加
か

し７割
わり

を超
こ

えています。 

 
 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の認知度
に ん ち ど

 

成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

の『名前
な ま え

は知
し

っている』人
ひと

について前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より大幅
おおはば

に増加
ぞ う か

し６割
わり

を超
こ

えています。 

 

 

 

  

7.3

7.3

7.3

14.6

75.0

67.7

10.4

10.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）

差別をうけたことがよくあった 差別をうけたことが少しあった 特になかった 無回答 .

42.7

34.4

20.8

16.7

27.1

38.5

9.4

10.4

0% 25% 50% 75% 100%

令和７年度（n=96）

令和４年度（n=96）

制度の名前も内容も知っていた 制度の名前を聞いたことはあるが、

内容は知らなかった

まったく知らなかった 無回答 .
『名前は知っている』 

63.5％ 



F 高齢障
こうれいしょう

がい者
しゃ

調査
ちょうさ
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５．災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

の困
こま

りごとなどについて 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で、困
こま

っていること 

災害
さいがい

時
じ

の準備
じゅんび

をする上
うえ

で困
こま

っていることについて「避難
ひ な ん

時
じ

における介助
かいじょ

・支援者
しえんしゃ

がいない」が前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より微増
び ぞ う

し約
やく

２割
わり

となっており、「備蓄
び ち く

を用意
よ う い

する経済的
けいざいてき

な余裕
よ ゆ う

がない」も前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

より増加
ぞ う か

し約
やく

２割
わり

となっています。 

 

※「その他
た

」「無回答
むかいとう

」を除
のぞ
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非常時に医療的ケアが受けられる環境がない

特に困っていることはない
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